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番 

号 
１ 

項

目 

新規里親登録者に認定式を行い、認定書を授与し養育上の留意点の確認、新たに始ま

る養育への激励を行う。その後、里親会との交流を行う。 

（１）認定式 本庁 こども相談センター所長 里親会 里親支援センター 

（２）交流会 里親会 里親支援センター 

（回答） 

これまでは新規里親登録者に対して、こども相談センター担当者と里親支援センターが

手交により登録通知および里親登録証を渡し、チーム養育についての説明や養育上の留意

点を確認してきましたが、新規里親登録者に対しての激励や、チーム養育を支える主たる支

援者となる里親会、里親支援センター、こども相談センターが顔を合わせて支援を開始する

ことは重要であると考え、登録式（仮称）の開催を進めて参ります。 

 

（１）登録式（仮称）は、こども相談センター所長および登録に至るまでのインテーク面接

から研修、登録調査までを一貫して担当してきた里親支援センターの参加を検討し

ております。 

（２）交流会の参加者は、今後、チーム養育を支える主たる支援者となる里親会、里親支援

センター、こども相談センターの参加を検討しております。 

担当 
こども青少年局 中央こども相談センター 里親子包括支援室 

電話：06-4301-3156 
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番 

号 
２ 

項

目 

現在社会的養護を必要とする子どもたちが後を絶たず年々増加している。特に虐待ケ

ースが増えている。そもそも虐待が起こらない家庭を支援することが急務である。 

そこで、親支援のため子どものショートステイを増やし、虐待防止を行っていくため

里親家庭でのショートステイ拡充を検討してはどうか。 

（回答） 

親支援に加え、ショートステイを活用することで地域での生活を継続できることはこど

もの利益にもなるため、本市においても、里親委託の推進状況を注視し、想定される課題等

を整理しながら検討して参ります。 

担当 

こども青少年局 子育て支援部 管理課 

電話：06-6208-8111 

こども青少年局 中央こども相談センター 里親子包括支援室 

電話：06-4301-3156 
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番 

号 
３ 

項

目 

現在研修については、登録前研修、更新研修（養育里親、専門里親）スキルアップ研修

が里親支援センターに委託され行われている。近年養育が難しい子どもたちが増加し

里親の養育スキルの向上が求められます。にもかかわらず、研修を受講している里親

は少なくスキルアップが望めない。里親の養育力向上のために方法を検討いただきた

い。 

（回答） 

里親の養育スキル向上のために、更新研修に加え、次年度もスキルアップ研修の年８回開

催を進めていきます。里親支援センターが中心となり、引き続き里親のニーズに即した研修

テーマの選定をして研修への積極的な受講を促して参ります。 

里親委託等推進委員会および里親会・里親支援センターとの情報交換会において意見交

換を行い、効果的な方法について引き続き検討して参ります。 

担当 
こども青少年局 中央こども相談センター 里親子包括支援室 

電話：06-4301-3156 

 

 


